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ている尖足患者では，ボツリヌス注射後に尖足変形

が軽減しても治療の満足度が高くないことが多かっ

た。これに対して内反変形軽減のための後脛骨筋へ

のボツリヌス注射や槌趾軽減のための長母趾屈筋や

長趾屈筋へのボツリヌス注射は，歩行時疼痛の軽減

が得られるため高い満足度を示したと思われた。下

肢ボツリヌス注射では，装具の作成や調整も重要と

なるが，軽量の AFO に変更可能な例も多くみられた。

ボツリヌス注射後新たに作成した AFO をつけた歩行

訓練は，１～2 ヶ月間の外来リハで十分なことが多

かったが，複数回のボツリヌス注射や入院リハが必

要な例があることもわかった。また大腿の伸筋，屈

筋への注射により歩様改善が得られる例もあったが，

今後適応の確立が必要と思われた 20）。さらに症例に

よっては，フェノールブロックや ITB 療法との併用

も考慮すべき場合もあると考えられ，症例が蓄積さ

れ最適な痙縮治療のガイドラインが作成されること

が望まれる。 

痙縮治療の目的とボツリヌス注射の効果につきま

とめると以下のようになる 21）22）。 

1) 手足の筋肉が柔らかく動かしやすくなること

で，更衣・移乗・歩行・巧緻動作などの日常生

活動作が行ないやすくなる。手や腋，陰部など

の清潔も保ちやすくなる。 

2) 手足の筋肉のつっぱりによる痛みが和らぎ，拘

縮の予防も期待される。 

3) 手足の筋肉が柔らかくなり，リハの効果が良く

なり，新しいリハにも取り組める。 

4) おむつ交換や更衣介助が行ないやすくなり，介

護負担が軽減されるなどである。 

 ボツリヌス注射には，絶対的な適応は無いとも言

える。痙縮を利用して ADL を行いやすくしている患

者も存在するからである。痙縮があるから治療する

のではなく，痙縮を軽減することで患者の生活にど

のような良い影響があるかを考え，治療することが

大切である。つまり治療目的が疼痛軽減なのか，介

助量の軽減なのか，運動機能や ADL の向上なのかを

明確にした上で治療計画を立てることが重要である。

この際ボツリヌス注射後の新たなリハ計画や装具装

着が必須となることも多い。 

【おわりに】 

 当院リハ科で施行した 4年間で 436 回の上下肢痙

縮へのボツリヌス注射の結果につき報告した。治療

に際しては目的を明確にして行うことと，注射後の

リハの重要性につき述べた。特に上肢で指の伸展が

改善する例では，PAS や CI 療法も追加した。注射後

の集中的リハは手の運動機能や ADL を改善する好機

であり，その適応を見極めることが必要であると思

われた。また下肢では，AFO の適合と合わせて治療

計画を立てることが重要で，症例によっては入院で

の集中的歩行リハが必要な症例もあると考えられた。

今後慢性期だけでなく，より早期の段階でのボツリ

ヌス注射の効果や，どのような基準で複数回ボツリ

ヌス注射を行うかなどの検討も必要である。ボツリ

ヌス注射はリハ医療において革命的な治療法と思わ

れるが，他の痙縮治療との組み合わせなども今後の

大きな課題である。 
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